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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１１月　１０日　（水）
司会者　三浦　雪枝　　　記録　石岡　啓子

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	出張
	公休
	CD留守
	準夜
	○
	○
	公休
	欠勤
	○

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	準夜
	深夜
	○
	産休
	準夜
	A留守
	深夜

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	小笠原（実）

	深夜
	公休
	公休
	公休
	　

CD留守
	○
	公休
	CD留守
	公休

	大嶋
	鈴木
	沼山
	
	
	
	
	
	

	休憩
	○
	公休
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

・12/25(土)のSSTは、1日中クリスマス会の行事の為、12/26(日)に行う予定としています。

・事故報告書について～追記の際の記入は、手書きではなく再度、パソコン入力し提出してください。

・11/11(木)・12(金)に「インフルエンザ予防対策多剤耐性アシネトバクター・バウマニ等に関する院内感染対策」の院内研修があります。17：30からメモリアルホールであるので、業務以外のスタッフはどちらかに参加するようにしましょう。
 

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　サダ様～ビニール袋に衣類を溜めて、洗剤を使用せず手洗いをしています。介入に対し、「洗剤がないから」と話されています。また、入浴時も更衣しないことがあり介入しますが、「あんたに関係ないでしょ！」「うるさいよ！」と易怒的に返答することや都合が悪くなると、俯きだんまりを通すことも見られています。不潔にならないよう声掛け・説明、介入し清潔保持を促していきましょう。御家族様には現状を説明し、粉石鹸や入浴時の使用物品・衣類に不足のないよう持参して頂きましょう。

・田中　豊三様～腰部に引っ掻き傷見られています。入浴、清拭等おこない清潔保持に　　

努めていきましょう。また、入浴・清拭の際は、傷の確認と観察を行っていきましょう。

・玉井　クニ子様～左フット割れ・両肘掛壊れ・背もたれ両脇亀裂と、車椅子の傷みが目立ちます。車椅子使用時間も長いことから、危険防止の為、担当スタッフは御家族様とも相談し購入検討を行っていきましょう。

・中村　清枝様～妄想様発言や他者への暴言・暴力行為見られています。介入に対しても、易怒的となることあります。トラブルのないよう見守り・介入し、落ち着いて過ごせる環境作りを提供していきましょう。

・谷内　愛子様～スタッフへの依存著明となっています。また、同室者への依存も強く頼むこと頻回となってきています。ご本人様の出来ることはやって頂き、出来ない部分のみの介助をするよう、スタッフは統一した対応をしていくようにしましょう。悲観的とならない為にも、見守り・傾聴をしていきましょう。
・織田　比佐子様～本日、頭部CT施行しています。

・島脇　てる様～マーゲンチューブ交換しています。

・佐々木　みね様～11/11(木)ハロマンス施行予定となっています。

・岩澤　薫様～11/11(木)病院周辺散歩目的にて、外出となっています。主治医より許可が下りています。

＜患者様NCP評価・検討＞

・藤田　金弘様～10月～11月の1ヶ月間で体重が67.0㎏→69.5㎏～70.0㎏と約3㎏の増加となっています。体重増加に伴い、身体に負担が掛かることを考慮し以下のように担当スタッフが決めています。

おやつ摂取時→ブラックコーヒー

ノンシュガー飴1個

かあさんケット(ビスケット)2枚となっています。

決めた分量にて摂取して頂きましょう。また、食事の際ゆっくりと摂取する為、他者より遅れると「いらない」と残食することもあります。摂取時間を考え、早出しを検討しています。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・慶長　節子様～他者への暴言・暴力が頻繁に見られ、トラブルとなる事が多いです。　　　

特に、男性患者様が近くにいるとトラブルになりやすいです。精神症状をみながら、あまりひどいときは、スタッフ付き添いＣホールで過ごしたり、１階に降りて気分転換を図っていきましょう。

・五十嵐　タイ様～特定他患者様との関わりにストレスを感じているようで、自分なりに座る場所を変えたり、近くに居ないようにしながら過ごしているようです。訴えは傾聴し、必要に応じて介入していきましょう。また、気分転換に、１階への散歩なども取り入れていたいと考えています。

・小笠原　芳郎様～物をどこにしまったか分らなくなったと、訴えがあります。新しいカレンダーを渡しても、見つけられないと捜している事がありました。認知症状の進行が考えられますので、日常生活の中でトラブルになったり、困ったりしていないか、様子をみていきましょう。

















































